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在庫可視化技術のグローバル展開へ向けたビ
ッグデータへの対応 
Methods for Handling a Large Amount of Data of the Inventory Visualization System 
Aiming to Enter into the Global Market 
  
企業の適正在庫の維持を目的として，（株）日立ソリューションズ東日本では

在庫状況のモニタリングによる在庫管理の高精度化，効率化というコンセプト

のもと，在庫の可視化技術の開発を推進してきた。近年，市場や物流，生産拠

点のグローバル化に伴い，ビッグデータへの機能面，性能面での対応が求めら

れていた。本稿では，当社の在庫可視化製品「PSI Visualizer」について，ビ

ッグデータ対応を中心とするグローバル化への取り組みと，次世代の製品構想

の実現に向けた展望について述べる。
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１．はじめに 
企業にとって在庫は不確実な需要と供給の変動を吸収

するために必要不可欠である一方，過剰な在庫は資産の

効率を低下させる 1)。そのため，全体の利益を最大にす

るには，欠品を起こさないことに加え在庫コストが最小

限になるような在庫水準を維持することが必要である。 
適正な在庫を維持するには需給の状況変化に応じた迅

速な意思決定が求められる。（株）日立ソリューションズ

東日本（以下，HSE と略す）は需給調整プロセスで在庫

を左右するのは PSI（Production：生産, Sales：販売, 
Inventory：在庫）の計画業務であると考え，その中で

PSI の監視に焦点を当てた。事業環境に応じてリアルタ

イムで変化する PSI の状況を，迅速かつ正確に把握する

ことによって在庫の適正化が可能であると考え，PSI デ

ータの効果的な可視化によって実現を試みた。2007 年に

可視化手法の構想を開始し，2008 年に「PSI Visualizer
（PSI ビジュアライザ）」として製品化した 2,3)。 

 
２．PSI Visualizer 

PSI Visualizer は複数製品の PSI の時系列推移を小さ

なグラフ（サムネイル）で一覧表示する。一般的にグラ

フを使った分析手法では数値の推移からトレンドやピー

クを把握するが，複数の製品のグラフを一つずつ逐次的

に分析していく方法は非効率であった。本手法はグラフ

で表される数値よりもグラフ自体の形状に着目し，在庫

推移の異常を視覚的に判断することを促す。図 1 に PSI 
Visualizer のサムネイルを示す。このサムネイルでは，

エリアグラフが在庫量を，折れ線グラフが販売移動平均

を示している。設定により，入庫データや在庫日数など

を表示することもできる。図 2 にサムネイル一覧画面を

示す。この一覧画面には，サムネイルが横 5 個×縦 6 個

のグリッド上に並べられている。図 1，2 に示すように，

本手法のグラフは一般的なグラフに備わっている軸の情

報が省かれている。詳細な数値情報よりもグラフの形状

に着目させることにより，ユーザの視覚的な判断による

迅速な把握を可能にする。 
PSI Visualizer は 2008 年の発売以来，メインターゲ
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ットである国内製造業を中心に導入されており，効率的

な問題在庫の把握に対して効果を発揮してきた 4)。市場

にある多くの在庫管理ソフトウェアの中で，可視化によ

る問題在庫の分析にフォーカスしたものは他に無く，特

徴的な製品として好評を得てきた。 
昨今では円高や国内市場の縮小に伴い海外に拠点を移

す企業が増えている。また，中国や東南アジアをはじめ

とする新興国の企業が目覚ましい発展を遂げており，

PSI Visualizer もグローバル企業をターゲットとした進

化が求められている。 
 

３．グローバル化への進化 
PSI Visualizer が扱う在庫の最小管理単位は SKU

（Stock Keeping Unit）である。これは，単に「品目」

を表す場合もあるが，「拠点・品目」，「倉庫・品目グルー

プ・カラー」のように複数の属性の組み合わせとして構

成することが多い。このように SKU の数は管理する単

位を詳細にするほど増加していくという特徴がある。例

えば対象品目数は 1,000 程度であっても倉庫や品目グル

ープとの組み合わせにより SKU数にして 10,000を越え

る場合もある。 
グローバル展開している企業では国内外に多数の生

産拠点・物流拠点・販社などを持っており，それぞれの

拠点で在庫を管理している。これらの組み合わせで SKU
を構成すると，SKU 数は取り扱う品目数の数十倍から数

百倍以上に達する。PSI Visualizer をグローバル企業へ

適用するためには，このようなビッグデータへの機能面，

性能面での対応が最も重要であった。 
 

3.1 ビッグデータの可視化 

PSI Visualizer はグラフのサムネイル化により数十の

在庫推移を一度に把握できるが，この手法で百万単位の

SKU を分析することは不可能だった。そこで，HSE で

はビッグデータに適した可視化手法としてPSI特徴マッ

プを考案した 5)。この手法は製品内で「Locator（ロケー

タ）機能」と呼ばれている。Locator は散布図を利用し，

特定の軸における SKU 全体の分布を可視化する。散布

図の軸は売上高・平均在庫・生産計画などの各種指標の

中からユーザが自由に選択できる。Locator の画面を図 3
に示す。この画面では，例として X 軸に過去 1 ヵ月の売

上高，Y 軸に過去 1 ヵ月の平均在庫高を設定し，およそ

2,000SKU のデータをプロットしている。散布図上の 1

つのプロットが 1 つの SKU を示す。散布図の左に位置

している SKU は相対的に売上が低く，上に位置してい

る SKU は在庫が高いことが分かる。そのため，画面上

で赤くハイライトされている，左上にある SKU は低い

売上高，高い在庫高であるため，相対的に過剰在庫と判

断できる。図 4 は，X 軸に販売実績，Y 軸に販売計画を

設定した例を示す。この画面から，X=Y をプロットした

直線（散布図内の赤線）より上にある SKU は，実績が

計画を下回っていることが読み取れる。特に，この直線

から左上に大きく乖離している SKU は，実績が計画に

対して大きく未達であり，早急に手を打つ必要がある。

このように，多様な軸の組み合わせによる SKU の分布

から，問題の特徴に沿った効率的な分類が可能になった。 
Locator は大量データの分類を容易にするために，XY

両軸で ABC 分析を行う「クロス ABC 分析機能」を備え

ている。ABC 分析とは，品目全体を売上高などの特徴量

のシェアによって分類し，重点管理のレベルを決定する

手法である。例えば，売上高の上位 80%を占める品目群

は売上に与える影響が大きいため重点的に在庫管理する

必要がある。対して，下位 10%に含まれる品目群は品目

数は多いかもしれないが，重点的に管理する必要性は低

い。一般的に重点管理品から順に A,・B・C の 3 区分に

分けることが多い。クロス ABC 分析では 2 つの特徴量

を用い，各特徴量でそれぞれ ABC 分析を行う手法であ

図 4 Locatorによる販売の実計比較 
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る。2 つの軸で分類することで，多面的な評価による分

類ができる。 
Locator のクロス ABC 分析では，SKU 全体を在庫や

売上など特定の指標をベースとした SKU のシェアによ

って分類し，相対的に問題在庫の可能性が高いSKUや，

全体の売上高に占める割合が高い SKU などを瞬時に抽

出する。図 5 にクロス ABC 分析の画面例を示す。散布

図の右側の設定領域では，各 ABC 区分の比率を設定す

る。例では，X 軸に過去 1 ヵ月の売上高，Y 軸に過去 1
ヵ月の平均在庫高を設定し，両軸での A 区分のシェアを

上位 20%，B 区分を上位 70%に設定している。指定した

比率に従って散布図上の領域を縦 3 区分×横 3 区分の合

計 9 区分に分けている。図の点線で囲まれた SKU は，

売上高で下位（B から C 区分）であるが，在庫高では上

位（A から B 区分）であることを示しており，相対的に

在庫が過剰である可能性がある。この領域の SKU は在

庫適正化を優先的に行う必要があるため，区分として「優

先度・高」というラベルを設定している。 
クロス ABC 分析による分類の結果はデータベースに

保存される。例えば，定期的に問題在庫を分類し，優先

的に在庫調整を行う重点管理品目としてリストアップす

ることで，在庫削減業務効率を上げることができる。 
その他にも Locator は分布の時系列推移分析や，SKU

抽出のためのインタラクティブなユーザインターフェー

スを備えている。Locator は 2014 年 1 月にリリースさ

れたバージョン 3.0 に追加され，これまで不可能だった

大量 PSI データの分析を可能にした。 
 
3.2 ビッグデータの高速処理 

PSI Visualizer の次期バージョンでは，大規模 DWH
（Data Ware House）アプライアンス製品をデータ基盤

とすることにより，ビッグデータの超高速処理を実現す

る。IBM の DWH アプライアンス製品「IBM PureData 

System for Analytics」（Netezza）6)をデータ基盤とした

PSI Visualizer Enterprise Edition（以下，PSIV-EE と

表記）を 2014 年度にリリースする予定である。 
Netezza は，データ分析や DWH といったワークロー

ドに特化した，ハードウェアとソフトウェアを一体化し

て設計された専用マシンである。PSIV-EE は従来クライ

アント側で実行されていた処理を Netezza に委譲し，大

量の PSI データの処理を高速に実行する。 
プロトタイプによる性能の検証結果を表 1 に示す。現

行の PSI Visualizer で 90,000SKU に対しデータ更新お

よび評価値計算を処理する場合，約 6 時間を要する。こ

れに対し， Netezza をデータ基盤とすることで同じデー

タ量のバッチ処理時間を約 20 分に削減できることが分

かった。比率にして 15 倍以上の高速化を実現できた。

また，Netezza はデータ圧縮効率も高く，取り扱い可能

な SKU 数 が 現 行 の 100,000SKU か ら 最 大

2,000,000SKU まで拡大する見通しである。 
 

表 1 処理性能比較（90,000SKU） 

 現行バージョン PSIV-EE 

データ更新・評価値

計算処理時間 
358 分 21 分 

データベースサイズ 82 GB 30 GB 

 
PSIV-EE は将来的に Netezza に加え，HADB（Hitachi 

Advanced Data Binder）7)，SAP HANA8)といった大規

模 DWHアプライアンス製品に順次対応していく予定で

ある。 
PSIV-EE によるビッグデータ処理の高速化は，グロー

バル企業が持つ多数の拠点データのPSI可視化を可能に

するだけでなく，製造工程間の仕掛在庫など詳細な単位

での PSI 情報の可視化，PSI 情報の更新頻度を上げるこ

とによるリアルタイム性の向上など様々な効果をもたら

すと考えられる。本機能は次期バージョン 3.1 に実装さ

れる予定である。 
 

3.3 外部リソースによる多言語対応 

PSI Visualizer は標準で日本語・英語・簡体字中国語

の 3 言語に対応している。しかし，PSI Visualizer は現

場の担当者向けの製品であり，グローバルで展開するに

は迅速な現地語化が課題となる。これに対し，PSI 
Visualizer は外部リソースによる言語の追加機能を備え
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ている。これにより，標準の 3 言語以外については，必

要に応じ海外現地パートナーによってローカライズが可

能である。外部リソースによる多言語対応はバージョン

3.0 に追加され，すでに韓国語対応が現地の販社により

実現されている。 
 

４．今後の展望 

グローバル化に向けた機能，性能の改善を進める一方

で，PSI Visualizer の更なる競争力の強化に向けて，シ

ミュレーション機能，アドオン API（Application 
Programming Interface）といった機能追加が予定され

ている。 
 
4.1 シミュレーション機能による在庫基準計画の立案 

 想定する需給調整業務および各 SCP（Supply Chain 
Planning）製品の位置づけを図 6 に示す。需給調整業務

は大きく計画系業務と実行系業務に分けられる。計画系

業務は経営目標を達成するための詳細な需給計画を立案

する業務で，実行系業務はその需給計画を実現するため

に，受注や購買，生産を実施する業務である。計画系業

務は販売予算の策定から始まり，販売計画へのブレーク

ダウン，販売計画を満足するための発注計画の立案，そ

して生産（調達）計画へと落とし込まれる。在庫監査は

問題在庫のモニタリングを実施し，問題が発生した場合

にその解消を発注計画に反映させる業務である。例えば

過剰在庫が発生したときは在庫を減らすために発注量を

抑える方向で発注計画の調整を行う。在庫基準計画業務

は発注に関する基準値を計画する業務で，発注方式，安

全在庫基準，発注基準（ロットサイズ・発注サイクル・

標準リードタイムなど）の決定および見直し作業が含ま

れる。 
HSE では販売計画業務に対しては「Forecast Pro」，

発注計画業務に対しては「SynCAS」，生産計画業務に対

しては「SynPIX」といった製品を提供している。また，

在庫監査は現行の PSI Visualizer が担っている。HSE
が需給計画業務領域における統合的なソリューションを

展開するうえで，在庫基準計画業務への対応が残された

課題である。 
HSE では在庫基準計画を行うための PSI のシミュレ

ーションと可視化技術を用いる手法を提案した 9)。本手

法では，現状の在庫基準をもとに未来の PSI データをシ

ミュレーションし，在庫基準の妥当性を判断する。大量

の製品に対しては，複数製品のシミュレーションの結果

をサムネイル一覧や散布図を用いたPSI可視化技術で分

析することで，在庫基準の調整が必要な SKU を絞り込

む。これにより，大量の SKU の在庫基準立案を効率的

に行うことができる。本提案手法は在庫可視化機能を特

長とする PSI Visualizerにシミュレーション機能を組み

込むことで実現できると考えられ，これにより，在庫基

準計画業務を含む需給計画領域全体を横断する統合ソリ

ューションを展開することが可能となる。本機能は現在

試作による評価を行っている。 
 

4.2  APIの整備による生産性・拡張性の向上 

PSI Visualizer は SKU ごとに在庫日数や在庫回転

率などの評価指標を計算し，フィルタリングなどと組み

合わせて分析を支援する機能がある。現状の PSI 
Visualizer は 20 以上の評価指標を標準で備えているが，

企業ごとに独自の指標によって評価や分析を行う場合も

多い。そのために，PSI Visualizer は外部で算出した評

価指標データを取り込むためのインターフェースを備え
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る。2 つの軸で分類することで，多面的な評価による分

類ができる。 
Locator のクロス ABC 分析では，SKU 全体を在庫や

売上など特定の指標をベースとした SKU のシェアによ

って分類し，相対的に問題在庫の可能性が高いSKUや，

全体の売上高に占める割合が高い SKU などを瞬時に抽

出する。図 5 にクロス ABC 分析の画面例を示す。散布

図の右側の設定領域では，各 ABC 区分の比率を設定す

る。例では，X 軸に過去 1 ヵ月の売上高，Y 軸に過去 1
ヵ月の平均在庫高を設定し，両軸での A 区分のシェアを

上位 20%，B 区分を上位 70%に設定している。指定した

比率に従って散布図上の領域を縦 3 区分×横 3 区分の合

計 9 区分に分けている。図の点線で囲まれた SKU は，

売上高で下位（B から C 区分）であるが，在庫高では上

位（A から B 区分）であることを示しており，相対的に

在庫が過剰である可能性がある。この領域の SKU は在

庫適正化を優先的に行う必要があるため，区分として「優

先度・高」というラベルを設定している。 
クロス ABC 分析による分類の結果はデータベースに

保存される。例えば，定期的に問題在庫を分類し，優先

的に在庫調整を行う重点管理品目としてリストアップす

ることで，在庫削減業務効率を上げることができる。 
その他にも Locator は分布の時系列推移分析や，SKU

抽出のためのインタラクティブなユーザインターフェー

スを備えている。Locator は 2014 年 1 月にリリースさ

れたバージョン 3.0 に追加され，これまで不可能だった

大量 PSI データの分析を可能にした。 
 
3.2 ビッグデータの高速処理 

PSI Visualizer の次期バージョンでは，大規模 DWH
（Data Ware House）アプライアンス製品をデータ基盤

とすることにより，ビッグデータの超高速処理を実現す

る。IBM の DWH アプライアンス製品「IBM PureData 

System for Analytics」（Netezza）6)をデータ基盤とした

PSI Visualizer Enterprise Edition（以下，PSIV-EE と

表記）を 2014 年度にリリースする予定である。 
Netezza は，データ分析や DWH といったワークロー

ドに特化した，ハードウェアとソフトウェアを一体化し

て設計された専用マシンである。PSIV-EE は従来クライ

アント側で実行されていた処理を Netezza に委譲し，大

量の PSI データの処理を高速に実行する。 
プロトタイプによる性能の検証結果を表 1 に示す。現

行の PSI Visualizer で 90,000SKU に対しデータ更新お

よび評価値計算を処理する場合，約 6 時間を要する。こ

れに対し， Netezza をデータ基盤とすることで同じデー

タ量のバッチ処理時間を約 20 分に削減できることが分

かった。比率にして 15 倍以上の高速化を実現できた。

また，Netezza はデータ圧縮効率も高く，取り扱い可能

な SKU 数 が 現 行 の 100,000SKU か ら 最 大

2,000,000SKU まで拡大する見通しである。 
 

表 1 処理性能比較（90,000SKU） 

 現行バージョン PSIV-EE 

データ更新・評価値

計算処理時間 
358 分 21 分 

データベースサイズ 82 GB 30 GB 

 
PSIV-EE は将来的に Netezza に加え，HADB（Hitachi 

Advanced Data Binder）7)，SAP HANA8)といった大規

模 DWHアプライアンス製品に順次対応していく予定で

ある。 
PSIV-EE によるビッグデータ処理の高速化は，グロー

バル企業が持つ多数の拠点データのPSI可視化を可能に

するだけでなく，製造工程間の仕掛在庫など詳細な単位

での PSI 情報の可視化，PSI 情報の更新頻度を上げるこ

とによるリアルタイム性の向上など様々な効果をもたら

すと考えられる。本機能は次期バージョン 3.1 に実装さ

れる予定である。 
 

3.3 外部リソースによる多言語対応 

PSI Visualizer は標準で日本語・英語・簡体字中国語

の 3 言語に対応している。しかし，PSI Visualizer は現

場の担当者向けの製品であり，グローバルで展開するに

は迅速な現地語化が課題となる。これに対し，PSI 
Visualizer は外部リソースによる言語の追加機能を備え
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ている。これにより，標準の 3 言語以外については，必

要に応じ海外現地パートナーによってローカライズが可

能である。外部リソースによる多言語対応はバージョン

3.0 に追加され，すでに韓国語対応が現地の販社により

実現されている。 
 

４．今後の展望 

グローバル化に向けた機能，性能の改善を進める一方

で，PSI Visualizer の更なる競争力の強化に向けて，シ

ミュレーション機能，アドオン API（Application 
Programming Interface）といった機能追加が予定され

ている。 
 
4.1 シミュレーション機能による在庫基準計画の立案 

 想定する需給調整業務および各 SCP（Supply Chain 
Planning）製品の位置づけを図 6 に示す。需給調整業務

は大きく計画系業務と実行系業務に分けられる。計画系

業務は経営目標を達成するための詳細な需給計画を立案

する業務で，実行系業務はその需給計画を実現するため

に，受注や購買，生産を実施する業務である。計画系業

務は販売予算の策定から始まり，販売計画へのブレーク

ダウン，販売計画を満足するための発注計画の立案，そ

して生産（調達）計画へと落とし込まれる。在庫監査は

問題在庫のモニタリングを実施し，問題が発生した場合

にその解消を発注計画に反映させる業務である。例えば

過剰在庫が発生したときは在庫を減らすために発注量を

抑える方向で発注計画の調整を行う。在庫基準計画業務

は発注に関する基準値を計画する業務で，発注方式，安

全在庫基準，発注基準（ロットサイズ・発注サイクル・

標準リードタイムなど）の決定および見直し作業が含ま

れる。 
HSE では販売計画業務に対しては「Forecast Pro」，

発注計画業務に対しては「SynCAS」，生産計画業務に対

しては「SynPIX」といった製品を提供している。また，

在庫監査は現行の PSI Visualizer が担っている。HSE
が需給計画業務領域における統合的なソリューションを

展開するうえで，在庫基準計画業務への対応が残された

課題である。 
HSE では在庫基準計画を行うための PSI のシミュレ

ーションと可視化技術を用いる手法を提案した 9)。本手

法では，現状の在庫基準をもとに未来の PSI データをシ

ミュレーションし，在庫基準の妥当性を判断する。大量

の製品に対しては，複数製品のシミュレーションの結果

をサムネイル一覧や散布図を用いたPSI可視化技術で分

析することで，在庫基準の調整が必要な SKU を絞り込

む。これにより，大量の SKU の在庫基準立案を効率的

に行うことができる。本提案手法は在庫可視化機能を特

長とする PSI Visualizerにシミュレーション機能を組み

込むことで実現できると考えられ，これにより，在庫基

準計画業務を含む需給計画領域全体を横断する統合ソリ

ューションを展開することが可能となる。本機能は現在

試作による評価を行っている。 
 

4.2  APIの整備による生産性・拡張性の向上 

PSI Visualizer は SKU ごとに在庫日数や在庫回転

率などの評価指標を計算し，フィルタリングなどと組み

合わせて分析を支援する機能がある。現状の PSI 
Visualizer は 20 以上の評価指標を標準で備えているが，

企業ごとに独自の指標によって評価や分析を行う場合も

多い。そのために，PSI Visualizer は外部で算出した評

価指標データを取り込むためのインターフェースを備え
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ている。本インターフェースを利用するためには評価指

標を算出するための顧客システムの改修や外部プログラ

ムの追加およびインターフェースプログラムの開発など

必要であり，相当規模の導入費用や導入期間が必要とな

ることが課題となっている。 
この課題に対し，PSI Visualizer に対する評価指標ア

ドオン追加機能を検討している。評価指標は基本的に

PSI Visualizer が保持する PSI データから算出できる。

そのため，PSI Visualizer に外部から演算ロジックをア

ドオンできれば，独自の指標の追加を少ない工数で実現

できる。図 7 は，標準では組み込まれていない月次（販

売）累積・安全在庫・欠品率の算出アドオンを追加した

例を示す。データの取得およびグラフの描画は PSI 
Visualizer により行われるため，アドオンでは計算ロジ

ックそのもののみを記述するだけでよい。アドオンによ

り計算された結果は PSI Visualizerの評価指標表示機能

により線グラフや数値でグラフ上に表示される。アドオ

ン追加機能により，販社や顧客自身での評価指標追加も

可能となり，導入コストの低減に貢献できる。 
 

５．おわりに 
PSI Visualizer のグローバル展開に向け，ビッグデー

タを可視化する Locator 機能の開発，ビッグデータを高

速処理する DWH の採用，および多言語化を実施した。

これにより，製品としてグローバル企業への展開の準備

が整ったと言える。今後はプロモーション強化，現地販

社など販売チャネル確保を進め，販売網を世界へ拡大さ

せていく。 
その一方で，需給調整ソフトウェア市場における PSI 

Visualizer の独自性，また，それに基づく製品競争力の

強化をめざし，シミュレーションなど機能追加，アドオ

ン API による導入コストの低減，拡張性向上を実施して

いく。 
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ている。本インターフェースを利用するためには評価指

標を算出するための顧客システムの改修や外部プログラ

ムの追加およびインターフェースプログラムの開発など

必要であり，相当規模の導入費用や導入期間が必要とな

ることが課題となっている。 
この課題に対し，PSI Visualizer に対する評価指標ア

ドオン追加機能を検討している。評価指標は基本的に

PSI Visualizer が保持する PSI データから算出できる。

そのため，PSI Visualizer に外部から演算ロジックをア

ドオンできれば，独自の指標の追加を少ない工数で実現

できる。図 7 は，標準では組み込まれていない月次（販

売）累積・安全在庫・欠品率の算出アドオンを追加した

例を示す。データの取得およびグラフの描画は PSI 
Visualizer により行われるため，アドオンでは計算ロジ

ックそのもののみを記述するだけでよい。アドオンによ

り計算された結果は PSI Visualizerの評価指標表示機能

により線グラフや数値でグラフ上に表示される。アドオ

ン追加機能により，販社や顧客自身での評価指標追加も

可能となり，導入コストの低減に貢献できる。 
 

５．おわりに 
PSI Visualizer のグローバル展開に向け，ビッグデー

タを可視化する Locator 機能の開発，ビッグデータを高

速処理する DWH の採用，および多言語化を実施した。

これにより，製品としてグローバル企業への展開の準備

が整ったと言える。今後はプロモーション強化，現地販

社など販売チャネル確保を進め，販売網を世界へ拡大さ

せていく。 
その一方で，需給調整ソフトウェア市場における PSI 

Visualizer の独自性，また，それに基づく製品競争力の

強化をめざし，シミュレーションなど機能追加，アドオ

ン API による導入コストの低減，拡張性向上を実施して

いく。 
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